
国保税の値上がりが止まりません。

江南市はホームページで毎年

「夫４１歳、妻３７歳、８歳と５

歳の子供２人の場合」の仮計算を

公開していますが、令和７年度

（今年３月まで）と令和８年度

（４月以降分）では年間61,500円の値上がりです。

単身世帯のフリーランスの場合、40代で前年所得

が250万円なら年間39,600円の値上げ、30代で前年所

得が250万円でも33,200円の値上げになっています。

とくに問題なのは単年度で終わりではないことで、

国の方針によって国保値上げが長期

的に続いています。業者は消費税イ

ンボイス制度と資材の高騰・欠乏が

重なる上に、国保税の値上がりで事

業の継続が困難になっています。

国保には所得減少による減免制度、

納税緩和措置などがあります。営業

と生活を守るために、使え

る制度を活用しましょう。

自分が減免の対象になるか

調べてみたい、という人は

民商にご連絡ください。

尾北民商は国保・住民税減免運動の一環で、

民商事務所にて火曜日の午前に相談会を開い

ています。
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㋐ 小箱（0.75㎏入り) 1,700円

㋑ 中箱（1.8㎏入り) 2,900円

㋒ 大箱（3.5㎏入り) 4,300円
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次回 時間 ８月４日（火）

午前１０時～１２時

場所 尾北民商事務所

飲食､建設など､職業を加入の条件とする国保組合

日本は国民皆保険制で、誰もが絶対に何らかの国

保に加入しなければなりません。傷病の際に無保険

で、治療を受けられないという事態を防ぐためです。

ただし個人業者の入れる国保は市町村国保だけで

はありません。飲食業者が加入できる食品国保、建

設業者の建設国保などが存在します。これらは従業

員や家族も加入できます。

前年所得に関わりなく定額制なので、毎年の所得

が大きい場合はこちらに加入することで負担を減ら

すことができます。どちらが得か判断がつかない場

合、各国保組合のＨＰ等で保険料を公開しているの

で、市役所・役場で自身の１年の国保税を確認の上、

比較してみると良いでしょう。

職業国保も保険料の値上げは続いていますが、県

の提示する標準保険料率と、2022年･2024年の社保対

象事業所の拡大の影響により、市町村国保の値上げ

は他の国保を大きく上回っているのが現状です。

ただし加入には、その業種に従事していることが

前提となり、廃業の際は市町の国保に戻ることにな

ります。また、国保に加入している窓口団体の会員

であることも条件としている場合もあります。加え

て、いずれの国保も法人の加入

には制限があります。

建設国保に関しては尾北民商

も窓口になっています。くわし

く知りたいという人は民商にご

相談ください。

江南市の場合 令和７年度

(2025.4-2026.3)

令和８年度

(2026.4-2027.3)
年間の値上げ

家族４人

(夫41､妻37､子8､子5）

前年所得 事業300万

国保税

515,000円

国保税

576,500円
61,500円

単身41歳

前年所得 事業300万

国保税

409,500円

国保税

456,500円
47,000円

単身36歳

前年所得 事業300万

国保税

334,200円

国保税

373,200円
39,000円

日時 １１月２２日(日)

１０：００～１５：００

会場 江南中央公園つどいの広場

出店第一次募集 ８月１７日まで

マルシェ･ド･みんしょう

民商は平和でこそ商売繁盛を掲げ歩んできました。

輸出入と供給網が高度に発達した現在、遠い海外の

戦争が日本で物価の高騰と欠乏をもたらしています。

江南原水協はそうめん販売から運営費を捻出します。


